
平成２５年度 流域管理の取組結果表

．１９（当初計画： ．１７） 東北森林管理局No No

取 組 名 民国連携による施業集約化の推進（継続）

流 域 名 東青、津軽流域

分 類 番 号 ア－１１、イ－１４、ウ－１６、エ－１９

実施箇所及び ○外ヶ浜町役場大会議室及び字尻高川国有林内 口広林道
実施日 ○平成２５年１１月１２日

取組の背景及 森林の多面的機能を発揮させる森林整備及び木材の安定供給の
び必要性 確立のため、東青流域の国有林及びそれに隣接する民有林が連

携し、森林資源の循環利用の促進、事業に必要な路網の整備等
を効率的に行う必要がある。

【要約】
平成２２年度に４者で締結した「石浜尻高川地域森林整備推

進協定」による森林共同施業団地を管内に有する青森署と、共
取 組 の 内 容 同施業団地は未締結に現状にある津軽署・同金木支署とが共同

して、民有林と連携した森林整備を進める共同施業団地をテー
マに室内及び現地で検討会を開催した。
【内容】
○協定当事者同士で、締結後３年目の事業の進捗状況や今後の
予定を再確認するとともに、団地内の施業に当たっての今後の
課題等について意見交換、認識共有ができた。○林業専用道に
ついては、民・国が連携したことにより循環路線化や土工量の
減少など線形や構造が当初計画から改善されたことが説明さ
れ、団地化のメリット等として参加者にアピールできた。○民
有林側の協定当事者から協定締結に至る働きかけ、締結箇所の
選定経緯などの苦労話や共同施業団地に期待することなどの生
の声が披露されたことが、国有林職員だけでなく協定締結に向
け津軽流域管内の関係機関にも参考となった。

国有林担当 青森森林管理署
部局・役割 （協定締結、路網の設計・作設）

連携協働相 東青流域林業活性化センター、５市町村、４森林組合、東青地
手先・役割 域県民局地域農林水産部、青森水源林整備事務所、

（協定締結、路網の設計・作設）

取組の結果、 ○来年度は民有林側（青森水源林整備事務所）が本専用道から
反響、今後の 分岐する路網計画があり、その後国有林側でそれを利用した路
課題等 網を延長する予定があるため、民有林側の路網線形は協議をし

て決定する。○生産性向上のため、民国が使える土場等を国有
林内に設置できないか検討。○民及び国が間伐等の森林整備に
着手するので、作業期間の調整等が必要と見込まれる。

ＰＲの実施状 ○民国一体の間伐などの森林整備が進むとともに森林資源の有
況及びその期 効利用が図れる。○一体的な区域設定ができ、施業の集約化、
待する効果 効率的な路網の整備により事業コストの削減が期待できる。

（様式２）



（様式２）

【 参 考 資 料 】

取 組 名 民国連携による施業集約化の推進（継続）

屋内での検討会の様子

来年度、森林整備をする林分

現地での検討会の様子

プレスリリース


